
形
而
上
へ
の
突
破

序

孫
束事

考

謝
護
運
伝
論
に
「
有
晋
中
興
し
、
玄
嵐
独
り
振
る
う
。

〔一告一子〕

3
r杭
Jr脳
内

約

制

]

を
為
す
は
柱
下
に
窮
ま
り
、
物
に
樽
き
は
七
篇
に
止
ま
る
。

つ

文
辞
に
馳
騎
す
る
も
、
畿
は
此
に
単
き
た
り
(
有
管
中
興
、
玄
風
独

振
。
為
学
窮
於
柱
下
、
博
物
止
乎
七
篇
。
馳
勝
文
辞
、
義
単
乎
此
)
」

と
あ
る
よ
う
に
、
東
普
販
に
は
者
荘
の
祖
述
を
旨
と
す
る
、
い
わ
ゆ

る
「
玄
一
一
一
一
口
詩
」
が
媒
行
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
、
に
つ
い
て
、
『
詩
umb

門

知

山

間

〕

{

山

間

兆

]

序
は
「
孫
締
・
許
謁
・
栢
了
演
の
諸
公
、
詩
は
皆
平
典
に
し
て
道
徳

論
に
似
た
り
。
建
安
の
民
力
尽
き
た
り
(
孫
紳
許
詩
桓
演
諸
公
、
詩

皆
一
千
典
似
道
徳
論
。
建
安
風
力
尽
突
)
」
と
一
許
し
、
詩
史
に
お
い
て

は
建
安
以
来
の
一
間
期
で
あ
る
と
位
嵩
づ
け
て
い
る
。
当
該
時
期
の
代

表
的
存
住
は
、
孫
緯
で
あ
っ
た
。
本
稿
は
孫
縛
の
「
玄
一
一
一
一
日
に
つ
い

て
、
単
に
老
荘
的
一
一
一
一
間
辞
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
時
期
に
積
機
的
に
導
入

さ
れ
て
き
た
弘
教
ふ
ま
え
つ
つ
検
討
し
、
孫
縛
に
よ
る
形

不日

久

希

市
上
学
的
思
堆
の
実
態
を
探
究
す
る
。

お
さ
な

孫
紳
伝
に
「
縛
少
く
し
て
文
才
を
以
て
称
を
霊
る
。
時

に
文
士
、
締
を
其
の
冠
と
為
す
(
綜
少
以
文
才
幸
一
称
。
子
時
文
土
、

神
為
設
(
冠
)
」
と
あ
る
よ
う
に
、
孫
締
の
文
章
は
当
時
を
代
表
す
る

も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
孫
縛
の
文
才
は
「
縛
は
経
史
を
樽
渉
し
、
文

を
属
る
に
長
ず
(
縛
博
渉
経
史
、
長
於
属
文
)
」
〔
『
世
説
新
語
』
註
引

宋
明
帝
明
文
章
怠
』
〕
と
さ
れ
る
が
ご
と
く
、
群
童
聞
を
博
覧
す
る
広
角

的
知
見
に
裏
打
ち
さ
れ
て
は
い
た
が
、
実
際
に
は
、
孫
綜
自
身
の
関

心
は
、
ま
ず
は
老
荘
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
孫
綜
は
一
同
馬

笠
に
対
し
て
ち
み
申
す
か
ら
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

下
官
の
才
能
の
経
る
一
時
は
、
悉
く
諸
賢
に
如
か
ず
。
時
貨
を

島
郡
し
、
当
世
を
籍
軍
す
る
に
至
り
で
は
、
亦
た
及
ば
ざ
る
所

多
し
っ
然
れ
ど
も
不
才
を
以
て
、
時
に
復
た
懐
を
玄
勝
に
託
し
、

(29) 



遠
く
老
荘
を
詠
じ
、
篇
条
と
し
て
高
寄
し
、
時
務
と
懐
を
経
ざ

'ζ
払
ν

る
は
、
自
ら
誤
ら
く
、
此
の
心
与
に
譲
る
所
無
き
な
り
と
。

(
下
宮
才
能
所
経
、
来
心
不
如
諸
賢
。
至
於
磁
酌
特
賞
、
籍
軍
当

没
、
亦
多
所
不
及
。
然
以
不
才
、
時
復
託
壊
玄
勝
、
遠
一
詠
老
荘
、

競
条
高
寄
、
不
与
時
務
経
様
、
自
諮
、
此
心
無
所
与
議
告
。
)

〔
司
世
説
新
語
』
品
藻
篇
〕

こ
れ
に
よ
れ
ば
孫
綜
は
、
自
分
自
身
は
現
実
的
才
覚
に
は
乏
し
い

も
の
の
、
老
荘
的
脱
俗
の
境
地
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
高
唱
す
る
こ
と

(i) 

に
は
長
じ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
孫
締
自
身
の
老
荘
へ
の
傾
倒
は
「
遂

初
賦
」
序
に
も
諮
ら
れ
て
い
る
。

余
少
く
し
て
老
荘
の
道
を
慕
い
、
笠
(
の
風
流
を
仰
ぐ
こ
と
久

し
り
ぞ

し
。
却
き
て
於
絞
の
資
委
の
一
一
一
一
口
に
感
じ
て
、
恨
然
と
し
て
之
を

悟
る
。
乃
ち
東
山
に
経
始
し
、
五
畝
の
宅
を
建
つ
。
(
余
少
慕

老
荘
之
道
、
知
其
風
流
久
実
。
却
感
於
段
賢
妻
之
一
一
一
回
、
懐
然
悟

之
。
乃
経
始
東
山
、
建
五
畝
之
宅
。
)

[
明
世
一
説
新
語
』
詑
引
「
遂
初
賦
」
序
〕

孫
紳
の
志
は
「
老
荘
の
道
」
を
継
承
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
が
、
於

陵
の
妻
の
「
乱
世
窓
口
多
け
れ
ば
、
妾
、
先
生
の
命
を
保
た
ざ
る
を
恐

る
る
な
り
(
乱
世
多
官
官
、
安
怒
先
生
之
不
保
命
也
)
」
〔
『
列
女
伝
h

緊

(2) 

明
信
〕
と
い
う
発
一
一
一
日
の
影
響
も
あ
り
、
隠
逸
的
傾
向
を
講
び
る
も
の

(3) 

で
あ
っ
た
。
『
世
説
新
語
』
一
言
語
篇
に
「
孫
紳
遂
初
を
賦
し
、
室
を

献
川
に
築
き
、
自
ら
止
足
の
分
を
見
る
と
一
一
一
一
口
う
(
孫
縛
斌
遂
初
、
築

室
献
一
川
、
自
一
一
一
一
口
克
止
足
之
分
ご
と
あ
る
よ
う
に
、
孫
縛
の
理
想
は

あ
や

「
足
る
を
知
れ
ば
辱
め
ら
れ
ず
、
止
ま
る
を
知
れ
ば
殆
う
か
ら
ず
。

以
て
長
久
な
る
べ
し
(
知
足
不
辱
、
知
止
不
殆
。
可
以
長
一
久
)
」

〔
明
者
子
b

第
四
十
四
章
〕
と
い
う
、
隠
逸
の
中
で
の
道
家
的
充
足
の
境

伎
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
に
述
べ
る
孫
縛
の
志
も
)
必
ず
し
も
そ
れ
が
貫

徹
さ
れ
た
と
は
一
一
一
一
口
い
難
い
も
の
が
あ
っ
た
。
後
年
、
指
温
一
、
が
洛
陽
遷

都
を
企
図
し
た
際
に
、
孫
縛
は
そ
の
こ
と
を
諌
め
る
上
統
文
を
著
し

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
『
諸
問
書
h

に
も
採
録
さ
れ
、
叫
「
此

の
議
甚
だ
理
有
り
(
此
議
甚
有
理
)
」
〔
『
世
説
新
語
』
軽
詩
篇
〕
と
評

さ
れ
る
ほ
ど
、
時
の
政
治
に
お
け
る
妥
当
性
、
が
あ
っ
た
が
、
し
か
し

つ

桓
温
は
「
者
何
ぞ
遂
初
賦
を
尋
、
が
ず
し
て
、
強
い
て
人
の
家
慣
の
事

を
知
る
や
(
者
何
不
一
一
噂
遂
初
斌
、
市
強
知
人
家
盟
事
)
」
〔
『
世
説
新

一
訪
韓
議
篇
)
と
、
そ
の
現
実
的
思
考
と
常
々
の
、
主
張
と
の
一
貫
性

の
な
さ
を
批
判
し
た
。
孫
縛
の
一
一
一
一
口
動
は
、
相
…
混
に
は
節
操
を
欠
く
も

の
と
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
孫
縛
の
一
見
矛
盾
す
る
か
に

も
見
え
る
こ
う
し
た
行
動
は
、
単
に
そ
の
場
そ
の
場
で
の
ア
ド
ホ
ッ

ク
な
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
の
思
想
的
背
景
を
有
し
て
い
た
。
そ
れ

は
、
謝
万
町
八
賢
論
』
へ
の
批
判
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
謝
万
『
八

は
四
人
の
隠
者
、
四
人
の
顕
者
を
論
じ
、
路
者
を
好
評
す
る

(30) 



へ
5
}

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
孫
紳
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

お

J
U
え

孫
紳
之
を
難
じ
、
以
謂
ら
く
宏
を
体
し
速
を
識
る
者
は
、
出

処
帰
を
同
じ
く
す
と
。
(
孫
紳
難
之
、
以
諮
体
玄
識
遠
者
、
出

処
時
帰
。
)
[
明
世
説
新
一
詩
』
注
引
問
中
興
書
』
〕

孫
紳
は
こ
こ
で
「
玄
」
「
遠
」
す
な
わ
ち
形
市
上
約
境
佼
を
体
認
・

体
得
す
る
者
は
、
そ
の
行
為
、
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
れ
、
結
局
は
お

な
じ
と
こ
ろ
に
帰
結
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
み
る
。
こ
の
「
出
処
」

「
間
帰
」
と
は
、
ど
ち
ら
も
明
朗
易
』
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る
。

子
日
く
、
君
子
の
道
は
、
或
い
は
出
で
て
或
い
は
処
り
、
或

い
は
黙
し
或
い
は
諮
る
。
(
子
日
、
君
子
之
道
、
或
出
或
処
、

或

黙

或

語

。

)

〔

『

周

易

b

繋
辞
上
伝
〕

子
臼
く
、
天
下
何
を
か
思
い
何
を
か
慮
ら
ん
。
天
下
帰
を
向

じ
く
し
て
護
を
殊
に
し
、
致
を
一
に
し
て
慮
を
百
に
す
。
天
下

何
を
か
患
い
何
を
か
慮
ら
ん
。
(
子
白
、
天
下
何
思
伺
慮
。
天

下
向
帰
市
殊
塗
、
一
致
部
百
慮
。
天
下
何
思
何
慮
。
)

〔
『
開
易
』
繋
辞
靖
子
伝
〕

こ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
韓
康
伯
は
「
君
子
の
出
処
黙
語
、
其

の
中
に
逮
わ
ざ
れ
ば
別
ち
、
設
(
の
跡
異
な
る
と
躍
も
、
道
同
じ
け
れ

ば
別
ち
応
ず
(
君
子
出
処
黙
語
、
不
連
投
(
中
、
別
其
跡
雛
異
、
道
向

則
的
応
)
」
「
一
以
て
之
を
貫
け
ば
、
慮
ら
ず
し
て
尽
く
さ
る
る
な
り

(
一
以
貫
之
、
不
慮
市
尽
失
)
」
と
一
読
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
唯
一
の

本
費
的
「
道
」
に
さ
え
合
致
し
て
い
れ
ば
、
行
動
の
末
梢
的
差
異
が

問
題
で
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
孫
締
は
そ
の
本
質
的
境
位
を

「
玄
を
体
し
遠
を
識
る
(
体
玄
識
遠
ご
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
で

は
、
そ
の
体
得
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。

五

孫
縛
は
「
贈
混
橋
」
詩
の
冒
頭
で
、

の
よ
う
に
言
及
し
て
い
る
。

か

た

が

っ

き

わ

す

く

な

大
撲
は
像
無
く
、
之
を
鎖
む
る
者
は
鮮
し
。
玄
腐
存
す
る
と

の

な

は

る

雄
も
、
微
一
言
演
ぶ
る
こ
と
擁
し
。
遜
か
な
る
か
な
哲
人
、
深
き

は

る

さ

ぐ

を
測
り
綴
か
な
る
を
鈎
る
。
誰
か
謂
う
道
は
遼
か
な
れ
ど
も
、

之
を
得
る
に
遠
き
こ
と
無
し
と
。
(
大
撲
無
像
、
鏡
之
者
鮮
。

玄
嵐
w
既
存
、
微
一
言
擁
演
。
遊
失
哲
人
、
測
深
鈎
編
。
誰
謂
道
遼
、

得
之
無
遠
J

〔
孫
縛
「
贈
混
幡
」
〕

「
道
」
は
可
感
的
に
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
言
語
的

に
規
定
で
き
る
も
の
で
も
な
い
。
こ
の
こ
と
は
老
荘
的
「
道
」
の
説

明
と
し
て
、
い
わ
ば
あ
り
ふ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
孫
綜
は
、

「
哲
人
」
で
あ
れ
ば
「
深
き
を
瀦
り
縞
か
な
る
を
鈎
る
(
湖
、
探
鈎
緬
)
」

こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
を
得
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
は

み

cr

、

温
嬬
の
発
ニ
一
一
口
「
深
き
を
鈎
り
遠
き
を
致
す
は
、
蓋
し
浅
識
の
測
る
所

に
非
ず
(
鈎
深
致
遠
、
蓋
非
浅
識
所
測
)
」
〔
『
世
説
新
語
』
方
正
篇
〕

「道」

の
体
得
に
つ
い
て
次

(31) 



を
組
み
入
れ
た
表
現
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
は
『
潟
易
』
繋
辞
上
伝

(6) 

に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
。
孫
縛
は
「
哲
人
」
が
感
覚
や
一
一
言
語
と
は

異
な
る
方
法
で
「
道
」
を
捉
え
得
る
と
み
て
い
る
の
で
あ
っ
た
9

た

だ
し
、
孫
紳
に
お
け
る
「
道
」
の
体
得
は
、
単
に
老
荘
的
と
は
患
わ

れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
皇
侃
司
論
一
詩
集
解
義
疏
』
の
引
く
孫
縛
の

説
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

耳
順
と
は
、
聴
の
理
を
廃
す
る
な
り
。
朗
然
と
し
て
自
ず
か

ら
玄
悟
し
、
復
た
役
し
て
市
る
後
に
得
ず
。
所
讃
識
ら
ず
知
ら

ず
、
惜
の
別
に
従
う
な
り
。
(
耳
願
者
、
廃
聴
之
躍
世
。
朗
然

自
玄
培
、
不
復
役
而
後
得
。
所
謂
不
識
不
知
、
従
帝
之
則
也
。
)

〔
『
論
諮
問
』
為
政
篇
自
民
疏
引
〕

こ
れ
は
、
孔
子
の
六
十
歳
の
境
地
で
あ
る
「
耳
順
」
を
解
釈
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
孫
縛
は
、
具
体
的
な
感
官
の
作
用
を
排
斥
す

る
こ
と
で
明
糠
な
悟
得
が
生
じ
、
よ
り
本
質
的
な
規
範
へ
至
る
と
す

A7) 
る
。
た
だ
し
、
そ
の
悟
得
自
体
は
「
玄
悟
」
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ

れ
自
体
と
し
て
説
明
可
能
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
こ
の
ほ
か
去
服

部
配
子
準
篇
「
立
つ
所
有
り
て
卓
繭
た
る
が
如
し
。
之
に
従
わ
ん
と

欲
す
る
と
雌
も
、
出
な
き
の
み
(
如
有
所
立
車
補
。
雄
欲
従
之
、
来

自
由
巳
)
」
の
技
釈
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

常
事
は
普
篠
い
て
之
を
行
う
。
若
し
興
立
す
る
所
有
れ
ば
、

は
L
ご

い
車
然
と
し
て
視
線
の
表
に
出
、
づ
。
猶
お
天
の
階
し
て
升
る
べ
か

ら
ざ
る
が
ご
と
し
。
(
常
事
皆
徳
商
行
之
。
若
有
所
興
立
、
卓

然
出
乎
視
聴
之
表
。
徳
天
之
不
可
階
市
升
J

t
論
一
也
智
子
平
篇
皇
統
引
〕

去
問
一
泊
四
』
本
文
は
、
顔
回
が
孔
子
の
一
「
道
」
を
賞
賛
し
つ
つ
、
そ

こ
に
至
る
こ
と
の
で
き
な
い
彼
自
身
に
つ
い
て
一
一
言
及
し
た
も
の
で
あ

(8) 

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
孫
縛
は
、
孔
子
の
「
道
」
、
が
感
覚
的
対
象
の
外

側
に
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
通
常
の
認
識
か
ら
は
腐
絶
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
解
釈
す
る
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
孫
縛
に
は
以
下
の

一一一一口がある。{老子
〕

李
老
は
無
為
に
し
て
、
認
も
為
さ
ざ
る
無
し
。
道
は
尭
・
孔

に
し
て
、
跡
も
又
た
霊
奇
な
り
。
(
李
老
無
為
、
南
無
不

道
一
発
孔
、
勝
又
霊
奇
。
)

(32) 

と

所
坂
孫
紳
「
老
子
議
」
〕

老
子
と
桑
・
孔
子
と
は
、
「
道
」
に
お
い
て
一
致
す
る
。
そ
れ
は

や
は
り
可
惑
的
認
識
を
超
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
孫
縛
は
こ
こ
で

『
老
子
b

に
依
拠
し
つ
つ
、
「
無
為
に
し
て
、
市
も
為
さ
ざ
る
無
し

(
無
為
、
部
無
不
為
)
」
〔
明
者
子
』
第
三
十
七
章
/
第
四
十
八
章
〕
と
述

べ
る
。
孫
縛
に
お
け
る
鰭
道
の
「
道
」
の
統
合
は
、
明
者
子
b

を
基

底
と
す
る
聖
人
観
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
一
一
一
関
貌
以
来
の
玄

(9v 

学
的
思
堆
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
孫
縛
は
、

に
仏
教
を
位
農
づ
け
、
嬬
仏
道
三
教
を
綜
合
的
に
把

そ



挺
し
よ
う
と
す
る
。

世
教
の
内
に
綴
東
し
、
印
刷
・
孔
の
跡
を
緯
線
し
、
至
徳
の

亮
・
舜
に
窮
ま
り
、
微
一
一
一
一
間
の
老
・
日
切
に
尽
く
さ
る
と
謂
う
も
、

薦
く
ん
ぞ
後
た
夫
の
方
外
の
妙
趣
、
一
呉
中
の
玄
照
を
親
ん
や
。

(
綴
束
世
教
之
内
、
鰐
観
期
孔
之
跡
、
調
芳
一
徳
窮
於
発
舜
、
徴

一
一
一
一
口
尽
乎
者
易
、
甚
一
川
復
観
夫
方
外
之
妙
趣
、
実
中
之
玄
照
明
子
。
)

〔
『
弘
明
集
』
所
収
諒
紳
「
喰
道
論
」
〕

こ
こ
で
ま
ず
孫
紳
は
、
伝
統
思
想
に
束
縛
さ
れ
て
い
る
人
士
を
批

判
す
る
。
彼
ら
は
儲
教
の
伝
説
的
聖
人
の
み
を
尊
崇
し
て
お
り
、
そ

の
究
極
の
と
こ
ろ
が
『
老
子
』
や
♂
何
回
切
』
に
尽
く
さ
れ
る
と
み
て

い
る
。
し
か
し
彼
ら
は
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
あ
る
幽
玄
神
妙
な
意

味
や
、
幽
冥
深
淵
な
悟
得
に
は
歪
り
得
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
当
時
の
玄
学
的
思
惟
を
前
提
と
し
つ
つ
、
そ
れ
を
既
存
の
伝

統
思
想
の
枠
内
に
と
ど
ま
る
も
の
と
捉
え
、
そ
の
意
味
に
お
い
て
限

界
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
指
弾
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
孫
縛
は
、

翠
人
と
仏
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

照
・
孔
は
即
ち
仏
に
し
て
仏
は
部
ち
田
川
・
孔
な
り
。
議
し

〔
外
教
・
山
門
教
}

外
・
内
之
に
名
守
つ
く
る
の
み
。
故
に
患
に
夜
り
て
は
自
主
た
り
。

王
に
在
り
で
は
王
た
り
。
仏
と
は
焚
語
に
し
て
、
晋
制
す
れ
ば

覚
な
り
。
覚
の
義
た
る
や
、
物
を
鰭
ら
し
む
る
の
讃
な
り
。
議

お
孟
輔
の
翠
人
を
以
て
先
覚
と
為
す
が
ご
と
き
な
り
。
茸
(
の
旨

み
ち
び

に
応
じ
物
を
軌
く
は
議
し
亦
た
時
に
随
う
。

問
問
・
孔
は
極
弊
を
救
い
、
仏
教
は
其
の
本
を
明
ら
か
に
す
る
の

み
。
並
ハ
に
首
尾
を
為
す
も
其
の
致
は
殊
な
ら
ず
。
:
:
:
淵
黙
の

お

赫
新
に
い
守
け
る
や
廿
件
、
の
跡
は
別
ち
胡
越
な
る
も
、
然
れ
ど
も
其

〔

K
E

の
跡
す
る
所
以
の
者
は
、
何
ぞ
常
に
捺
有
ら
ん
や
。
故
に
逆

尋
す
る
者
は
毎
に
其
の
二
を
見
る
も
、
顕
過
す
る
者
は
往
き
て

一
な
ら
w

さ
る
こ
と
無
し
。
(
周
孔
郎
仏
仏
邸
周
孔
。
護
外
内
名

之
茸
。
故
在
皐
為
自
滅
。
在
王
為
王
。
仏
者
林
凡
語
、
晋
耕
覚
也
。

覚
之
為
義
、
傷
物
之
謂
。
猶
孟
軒
以
聖
人
為
先
覚
。
英
旨
一
也
。

応
世
軌
物
蓋
亦
随
時
。
周
孔
救
極
弊
、
仏
教
明
其
本
茸
。
北
ハ
為

首
尾
其
致
不
殊
。
:
:
:
淵
黙
之
与
赫
斯
其
跡
剥
拐
越
、
然
其
所

以
跡
者
、
何
常
有
線
哉
。
故
逆
罰
導
者
毎
見
其
二
、
願
適
者
無
往

不

一

。

)

〔

『

弘

明

集

』

所

収

孫

紳

「

議

選

論

」

〕

孫
縛
は
聖
人
と
仏
と
を
間
列
に
位
量
づ
け
て
お
り
、
両
者
、
が
名
称

を
異
に
す
る
の
は
、
内
実
の
差
異
に
は
間
関
わ
ら
な
い
と
す
る
。
ま
た

(
円
以
)

「
仏
」
の
説
、
が
「
覚
」
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
、
仏
は
先
覚
者
で
あ

る
翠
人
と
同
様
の
も
の
で
あ
る
と
規
定
す
る
。
『
一
孟
子
』
万
章
上
に

は
「
天
の
此
民
を
生
ず
る
や
、
先
知
を
し
て
後
知
を
覚
ら
し
め
、
先

覚
を
し
て
後
覚
を
覚
ら
し
む
る
な
り
。
予
天
民
の
先
覚
者
な
り
(
天

之
生
此
民
也
、
使
先
知
覚
後
知
m

使
先
覚
覚
後
覚
也
。
予
天
良
之
先

覚
者
也
)
」
と
あ
る
。
孫
縛
は
、
仏
が
聖
人
の
立
場
に
も
相
当
す
る

は

な
り
。

(33) 



と
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
儒
仏
の
機
能
的
差
異
に
つ
い
て

は
、
儒
教
は
現
実
的
対
処
(
尾
)
を
お
こ
な
い
、
仏
教
は
根
源
の
究

明
(
哲
)
を
こ
と
と
す
る
と
述
べ
る
。
孫
紳
は
、
儒
仏
両
者
が
現
実

態
(
跡
)
に
お
い
て
は
異
な
る
も
の
の
、
本
質
(
所
以
跡
)
に
お
い

(刊三

て
は
一
致
し
て
い
る
と
み
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

本
質
の
核
心
的
部
分
に
よ
り
接
近
す
る
の
は
仏
教
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
で
は
、
製
人
に
も
匹
敵
す
る
仏
の
境
位
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
「
仏
閣
道
論
」
に
は
ま
た
、
以
下
の
ニ
一
一
問
、
が
あ
る
。

夫
れ
仏
な
る
者
は
道
を
体
す
る
者
な
り
。
道
な
る
者
は
物
を

導
く
者
な
り
。
感
に
応
じ
て
隈
通
し
、
無
為
に
し
て
為
さ
ざ
る

無
き
一
者
な
り
。
無
為
な
る
が
故
に
麗
寂
自
然
な
り
の
為
さ
ざ
る

無
き
が
放
に
万
物
を
神
化
す
の
(
夫
一
仏
也
者
体
道
者
也
。
道
也

者
導
物
者
也
。
応
感
顕
通
、
無
為
部
無
不
為
者
也
。
無
為
故
虚

寂
自
然
。
無
一
小
為
放
神
化
万
物
。
)
〔
明
弘
明
集
』
所
収
孫
縛
「
仏
閣
道
議
」
〕

仏
も
ま
た
「
道
」
を
体
得
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
問
時
に
、

(
日
)

万
物
を
導
く
も
の
で
も
あ
る
。
孫
紳
は
こ
こ
で
も
句
者
子
』
を
援
引

し
、
さ
ら
に
体
道
者
の
境
位
「
無
為
」
に
つ
い
て
は
「
虚
寂
自
然
へ

機
能
「
無
不
為
」
に
つ
い
て
は
「
神
化
」
の
認
を
用
い
て
説
明
す
る
。

こ
こ
に
お
い
て
儒
仏
道
一
一
一
教
は
「
道
」
を
紐
婚
と
し
て
統
合
さ
れ
る

の
で
あ
る
が
、
よ
り
本
質
的
核
心
に
接
近
し
て
い
る
仏
に
あ
っ
て
も
、

そ
の
根
底
に
泣
置
し
て
い
る
の
は
妥
也
子
』
を
中
心
と
す
る
玄
学
的

(
日
)

思
惟
で
あ
っ
た
。
認
縛
に
お
け
る
仏
を
含
む
「
道
」
の
体
得
を
め
ぐ

る
議
論
法
、
以
上
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

E 

前
節
で
は
体
道
者
に
つ
い
て
の
孫
練
の
思
索
を
検
討
し
た
、
が
、
議

縛
の
関
心
は
、
そ
れ
を
単
に
理
知
的
に
把
握
す
る
の
み
に
と
ど
ま
ら

ず
、
む
し
ろ
実
際
に
形
市
上
的
境
位
へ
突
破
す
る
こ
と
を
志
向
し
て

い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
「
遊
天
台
山
斌
」
の
終
盤
部
に
お

い
て
、
形
市
上
的
境
位
、
が
間
開
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
も
そ

も
「
遊
天
台
山
鯨
」
序
に
は
「
天
台
山
と
培
、
葉
し
山
岳
の
神
秀
な

る
者
な
り
(
天
台
山
者
、
蓬
山
岳
之
神
秀
者
也
ご
と
あ
り
、
そ
の

登
演
ま
で
の
行
程
は
「
始
め
は
魅
魅
の
塗
を
経
て
、
卒
じ
無
人
の
境

を
践
む
(
始
経
魁
魅
之
塗
、
卒
践
蕪
人
之
境
ご
と
い
う
も
の
で
あ

A
叫

刊

)

っ
た
っ
そ
し
て
仙
境
へ
至
る
過
程
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

す

す

の

ぞ

〔

六

霊
渓
を
過
ぎ
て
一
た
び
濯
ぎ
、
煩
想
を
心
絢
よ
り
疏
く
。
選

蜘

開

以

そ

そ

門

伏

綾

'

柚

押

蹄

脳

〕

躍
を
旋
流
に
蕩
ぎ
、
五
蓋
の
遊
蒙
を
発
す
。
護
・
震
の
絶
軌
を

{

私

骨

子

・

差

菜

子

〕

ふ

追
い
、
二
老
の
玄
艇
を
撮
む
。
(
過
漏
出
精
渓
市
一
一
媛
、
疏
煩
懇

於
心
絢
。
議
選
摩
於
旋
流
、
発
五
議
之
遊
蒙
。
追
義
農
之
絶
軌
、

磁
二
老
之
玄
綴
J

一
〔
孫
縛
「
遊
天
台
出
紙
」
〕

孫

縛

は

、

体

浴

に

よ

り

俗

念

を

除

去

す

る

こ

と

で

や

(34) 



か
ら
解
放
さ
れ
る
と
す
る
。
「
六
摩
」
と
は
色
・
・
香
・

昧
・
触
・
法
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
煩
悩
を
惹
起
す
る
も
の
を
指
す
の

〔
醐
明
戯
)

ま
た
「
五
議
」
と
は
禽
欲
・
隈
患
・
際
限
・
翻
戯
・
疑
悔
で
あ
り
、

(
げ
}

心
を
遮
蔽
す
る
も
の
で
あ
る
。
孫
紳
は
こ
れ
ら
を
洗
濯
す
る
こ
と
に

よ
り
、
伝
説
的
先
哲
に
追
従
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

あ
ま
ね

つ
い
に
は
「
是
に
於
い
て
遊
覧
既
に
局
く
、
体
静
か
に
心
関
か
な
り
。

す

べ

す

窓
口
馬
巳
に
去
り
、
役
一
帯
都
て
摘
つ
(
於
是
遊
覧
鋭
賂
、
体
静
心
関
。

佐
官
馬
己
去
、
世
事
部
損
)
」
〔
孫
縛
「
遊
天
台
山
斌
」
〕
と
い
う
境
位
に

至
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
悟
得
を
め
ぐ
っ
て
孫
綜
は
、
次
の
よ
う
に

述
べ
る
。
散
ず
る
に
象
外
の
説
を
以
て
し
、
働
ぶ
る
に
無
生
の
篇
を
以

わ
た

で
す
。
布
を
遺
つ
る
の
尽
く
さ
ざ
る
を
摺
り
、
無
に
渉
る
の
間

犬
、
レ
」

有
る
を
覚
る
。
(
散
以
象
外
之
説
、
暢
以
無
生
之
篇
。
悟
遺
有

之
不
尽
、
党
渉
無
之
有
問
。
)
〔
孫
紳
「
遊
天
台
山
賦
}
〕

孫
紳
の
悟
得
は
「
象
外
の
説
」
す
な
わ
ち
「
道
」
を
め
ぐ
る
道
一
家

的
一
一
一
一
向
説
と
「
無
生
の
篇
」
す
な
わ
ち
弘
教
経
典
と
に
依
拠
す
る
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
李
善
は
、
「
一
一
一
一
向
う
こ
こ
ろ
は
道
・
釈
二
典す

は
、
皆
無
を
以
て
宗
と
為
す
。
ム
ウ
有
を
組
問
り
て
非
と
為
し
て
之
を
遣

っ
。
之
を
遺
つ
る
も
尽
く
さ
ず
。
無
を
覚
り
て
是
と
為
し
て
之
に
渉

ey』

y
h

る
。
之
に
渉
る
も
間
有
り
。
一
一
一
一
向
う
こ
こ
ろ
は
曽
有
に
滞
ま
る
な
り

(
一
一
一
一
口
道
釈
二
典
、
皆
以
無
為
宗
。
今
嵐
山
有
為
非
市
選
之
。
遺
之
市
不

捗
之
部
有
問
問
。
一
一
一
一
口
皆
滞
於
有
也
ご
と
解

釈

す

る

。

よ

れ

ば

、

根

掠

約

「

飯
C

へ
奈
る
に
は
、
ま
ず
は

「
存
」
を
起
点
と
し
て
漸
層
的
に
進
む
の
で
あ
る
が
、
「
脊
」
を
悟
り
、

そ
れ
が
「
無
い
と
は
開
列
な
る
が
た
め
に
棄
却
し
よ
う
と
し
て
も
、

「
有
」
を
完
全
に
機
無
す
る
こ
と
は
で
き
怠
い
。
さ
ら
に
そ
こ
で
ま

た
「
無
」
に
到
達
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
に
は
実
は
ま
だ

ま
だ
鰭
た
り
が
あ
る
、
と
い
う
。
李
善
は
こ
こ
で
の
孫
縛
の
悟
得
が

「
象
外
の
説
」
…
「
無
生
の
篇
」
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
一
言

語
的
地
平
か
ら
完
全
に
は
脱
却
し
て
い
な
い
こ
と
を
み
て
お
り
、
そ

れ
ゆ
え
、
い
ま
だ
「
有
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
、
と
指
擁
す
る
の
で

あ
る
お
と
こ
ろ
が
孫
縛
は
、
さ
ら
に
そ
の
先
の
と
こ
ろ
を
も
志
向
し

(35) 

F
r
k

、，?-。

ザ

?

訂

争

/

急
・
空
を
浪
く
し
て
以
て
跡
を
合
し
忽
ち
有
に
即
し
て
玄

争

9

を
得
。
二
名
の
向
山
山
を
釈
て
、
一
'
無
を
三
橋
に
消
す
。
(
浪
色

空
以
合
跡
、
忽
郎
有
市
得
玄
。
釈
二
名
之
向
出
、
治
一
無
於
一
一
一

橋

。

)

〔

孫

紳

「

遊

天

台

山

斌

」

〕

孫
縛
は
み
明
す
か
ら
の
形
市
上
的
突
破
に
つ
い
て
、
「
浪
色
空
」
「
即

有
」
等
の
複
数
の
例
に
よ
っ
て
一
致
示
し
よ
う
と
す
る
。
第
一
の
も
の

は
『
維
麻
原
詩
経
』
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
鳩
摩
羅
什
訳
同
州
統
摩

詰
所
説
経
』
に
は
、
以
下
の
ニ
一
一
口
、
が
あ
る
。

車
問
見
菩
藤
田
く
、
色
・
色
空
は
二
た
り
。
色
と
は
即
ち
是
れ



空
な
り
。
色
滅
し
て
空
た
る
に
非
ず
。
色
の
性
は
自
ず
か
ら
空

な
り
。
:
:
:
其
の
中
に
於
い
て
通
達
す
る
者
、
是
を
入
.
不
二
法

門
と
為
す
と
。
(
嘉
晃
菩
薩
臼
、
色
色
空
為
一
一
。
色
郎
是
祭
。

非
色
減
空
。
色
性
自
空
。
:
:
:
於
其
中
部
通
達
者
、
是
為
入
不

二
法
問
。
)

〔
司
維
腕
伴
詰
所
説
経
』
入
不
二
法
制
川
口
問
、
大
正
蔵
一
四
・
五
五
…
上
〕

蓑
見
菩
援
の
発
一
一
一
一
口
は
、
存
在
(
色
)
と
非
存
在
(
空
)
の
綜
合
を

述
べ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
相
対
的
対
立
を
超
え
た
と
こ
ろ

に
、
絶
対
的
境
位
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
つ
ま
た
、
第
二

に
つ
い
て
は
、
李
議
同
一
注
に
次
の
よ
う
な
議
論
が
あ
る
。

一
上
弼
老
子
技
に
臼
く
、
凡
そ
有
は
皆
無
に
始
ま
る
と
σ

又
た

日
く
、
有
の
始
ま
る
所
、
旭
川
を
以
て
本
と
為
す
と
。
然
ら
ば
王

以
え
ら
く
凡
そ
有
は
皆
無
を
以
て
本
と
為
し
、
無
は
有
を
以
て

犬

、

少

』

一

ト

仇

功
を
為
す
と
。
将
に
鈍
い
を
籍
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
必
ず
有
に
資

る
。
故
に
日
く
、
有
に
即
し
て
玄
を
得
る
な
り
と
。
(
王
弼
老

子
注
目
、
凡
有
山
首
始
於
無
。
又
日
、
有
之
一
的
始
、
以
一
無
為
本
。

然
主
以
凡
有
皆
以
無
為
本
、
無
以
有
為
功
。
将
欲
繕
無
、
必
資

於
有
。
故
日
、
郎
有
部
得
玄
也
。
)

〔
『
文
選
』
所
収
認
紳
「
遊
天
ム
ロ
山
賦
」
李
普
控
〕

(
山
山
)

李
善
は
王
弼
『
老
子
道
徳
経
法
』
を
援
引
し
つ
つ
、
「
宥
」
が
「
無
」

を
存
高
論
的
根
拠
と
し
て
成
立
す
る
な
ら
ば
、
「
無
』
は
「
有
」
の

存
在
か
ら
避
及
的
に
示
さ
れ
る
の
で
あ
ノ
り
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、

「
鉱
山
」
の
体
得
は
「
有
」
を
通
じ
て
し
か
お
こ
な
わ
れ
な
い
と
す
る
。

す
な
わ
ち
形
市
上
(
玄
)
は
形
市
下
(
脊
)
ζ

対
応
す
る
か
た
ち
で

到
達
可
能
で
あ
る
、
と
す
る
の
で
あ
る
。

孫
縛
が
示
し
た
第
一
は
、
存
在
と
非
穿
在
と
を
綜
合
す
る
こ
と
に

{
入
不
q

e

法

聞

け

}

よ
り
絶
対
的
境
位
へ
と
飛
錯
す
る
も
の
で
あ
り
、
第
二
法
‘
存
在
者

〔

燦

}

を
契
機
と
し
て
、
そ
の
背
後
の
被
額
的
境
位
へ
と
懇
飛
す
る
も
の
で

あ
る
。
孫
縛
は
、
こ
れ
ら
の
よ
う
に
し
て
形
市
上
へ
の
突
破
が
一
可
能

で
あ
る
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
孫
綜
に
よ
れ
ば
、
か
か

る
形
海
上
的
境
伎
と
は
コ
一
名
」
(
有
名
・
無
名
}
や
「
一
一
一
橋
」

(
色
・
色
主
・
観
)
の
相
対
的
対
立
す
ら
解
消
し
て
し
ま
う
、
そ
の

(
川
町
)

よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ひ
と
た
び
彩
部
上
へ
の
突

破
を
果
た
し
た
な
ら
ば
、
そ
の
境
位
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
捨
棄
し
た

坑
惚
た
る
も
の
の
ほ
か
は
な
く
な
る
の
で
あ
る
。

一
訪
問
楽
を
恋
に
し
て
以
て
日
を
終
え
、
寂
黙
を
不
一
一
一
一
口
に
等
し
く

す
。
万
象
を
揮
じ
て
以
て
実
観
し
、
冗
と
し
て
体
老
自
黙
に
問

じ
く
す
。
(
恋
諒
楽
以
終
司
、
等
寂
黙
於
不
一
一
一
一
問
。
津
万
象
以
冥

鋭

、

花

開

)

こ
れ
に
つ
い

し
て
、

(36) 

こ
こ
ろ
は
心
に
営
む
こ
と
無
く

く
す
る
な
り
ノ
(
一
一
一
一
口
無
営
於
心
、
間
乎
自
黙

を
体
得
し
た
境
怯
が
詑
熱
た
る
状
態
で



あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
孫
綿
、
が
他
論
に
お
い
て
述

(
初
)

べ
て
い
る
仏
の
姿
に
も
符
合
す
る
。
ま
た
張
銑
は
「
既
に
其
の
道
を

得
た
れ
ば
、
一
品
開
・
黙
自
ず
か
ら
斉
し
(
既
得
其
道
、
語
黙
自
斎
)
」

と
述
べ
、
孫
縛
の
到
達
し
た
地
平
に
お
い
て
は
、
一
一
一
一
凶
器
/
沈
黙
の
相

対
的
対
立
が
霧
消
す
る
と
し
て
い
る
。
一
言
語
と
沈
黙
に
つ
い
て
は
、

♂
壮
子
』
則
陽
に
「
一
一
出
向
い
て
足
ら
ば
別
ち
、
終
日
一
一
言
い
て
道
を
尽
く

す
も
、
一
一
一
一
口
い
て
足
ら
、
さ
れ
ば
別
ち
、
終
日
一
一
一
日
い
て
物
を
尽
く
す
。

道
・
物
の
機
は
、
一
一
一
一
?
黙
以
て
載
す
る
に
足
ら
ず
。
非
一
一
一
一
同
非
黙
に
し

て
、
議
に
極
ま
る
所
有
り
(
一
一
一
一
口
市
足
、
別
終
日
一
一
一
口
市
尽
道
、
一
一
一
一
口
市
不

足
、
則
終
日
一
一
一
一
口
市
尽
物
。
遊
物
之
極
、
一
一
一
一
口
黙
不
足
以
載
。
非
一
一
一
一
口
非
黙
、

議
有
一
的
極
ご
と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
郭
象
は
「
夫
れ
道
・
物
の

な

極
は
、
常
に
為
莫
く
し
て
自
ら
爾
る
な
り
。
一
一
一
一
同
と
不
一
一
一
一
口
と
に
在
ら
ず

(
宍
道
物
之
機
、
常
莫
為
市
自
務
。
不
在
ニ
一
一
口
与
不
一
一
一
一
口
)
」
と
し
て
い
る
。
(
れ
)

「
道
」
の
究
極
の
と
こ
ろ
は
、
一
言
語
や
沈
黙
を
設
駕
す
る
の
で
あ
る
。

孫
終
に
お
け
る
「
選
」
の
体
得
と
は
、
こ
の
よ
う
に
諸
々
の
棉
対
的

対
立
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
分
節
・
分
析
に
も
た
ら
さ

(
詑
)

れ
な
い
、
「
自
然
」
そ
の
も
の
な
る
も
の
と
い
う
ほ
か
は
な

も
は
や

い
も
の
で
あ
っ
た
。

.y，:;f: 
tIl口

孫
縛
は
「
遊
天
台
山
賦
」

な

に
つ
い
て
「
当
に
金
石
の
声
を
作
す
べ

」

孫

縛

伝

〕

と

し

、

五

経

の

経

(お〉

典
的
価
値
の
も
と
、
そ
れ
に
準
ゆ
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
そ
れ

は
孫
縛
が
、
み
ず
か
ら
の
形
市
上
へ
の
突
破
に
つ
い
て
、
聖
人
を
含

む
体
選
者
の
境
位
と
一
致
す
る
と
み
た
た
め
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
孫

紳
は
儒
仏
道
三
教
に
つ
い
て
、
「
道
」
を
紐
帯
と
す
る
こ
と
で
綜
合

し
た
。
そ
れ
ゆ
え
儒
教
的
聖
人
や
仏
お
よ
び
老
子
は
、
「
道
」
を
体

得
す
る
も
の
と
し
て
同
一
地
平
に
あ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
し

て
孫
紳
は
、
そ
の
壊
位
を
単
に
理
知
的
に
把
捉
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

み
前
す
か
ら
も
実
際
に
、
形
而
上
約
境
位
へ
突
破
す
る
こ
と
を
志
向
し

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
維
摩
詰
経
h

や
王
弼
を
根
拠
と
し

つ
つ
、
さ
ら
に
は
あ
ら
ゆ
る
相
対
的
対
立
の
彼
方
へ
と
飛
均
し
よ
う

そ
の
よ
う
な
営
為
と
し
て
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

き
な
り

(37) 

と
す
る
、

注
(
1
)
孫
締
は
み
ず
か
ら
の
文
才
を
大
い
に
自
負
し
て
い
た
の
支
遁
が
孫
縛

と
許
認
と
の
擾
劣
を
訊
ね
た
際
に
、
孫
縛
は
「
高
情
遠
致
、
弟
子
は
早

己
に
服
窮
す
。
然
れ
ど
も
一
一
詠
一
吟
、
許
は
将
に
北
蕗
せ
ん
と
す
(
高

情
遠
致
、
弟
子
早
己
線
腐
。
然
一
一
詠
一
吟
、
許
将
北
部
発
)
」
〔
『
正
問
書
』

孫
縛
伝
]
と
答
え
て
い
る
。
な
お
、
河
様
の
記
事
は
立
川
一
一
説
新
記
E

品

藻
篇
に
も
あ
る
。
孫
縛
と
許
認
に
つ
い
て
、
『
諸
問
書
』
孫
縛
伝
に
は
「
縛

と
一
部
と
は
一
時
の
名
流
た
ち
。
或
る
ひ
と
詞
の
す
間
選
を
愛
す
れ
ば
尉
ち
、



紳
を
都
し
み
、
或
る
ひ
と
紳
の
才
藻
を
愛
す
れ
ば
、
調
を
取
る
こ
と
無

し
(
紳
与
前
一
時
名
流
。
或
愛
調
高
遇
、
則
都
於
紳
、
或
愛
縛
才
議
、

間
無
取
於
詞
ご
と
あ
る
。
両
者
は
時
人
に
並
称
さ
れ
、
な
か
で
も
孫
紳

の
ほ
う
が
文
才
に
お
い
て
よ
り
秀
で
て
い
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
明
世

説
新
語
』
品
藻
備
校
引
♂
盟
問
問
問
秋
』
に
「
綜
文
才
有
り
と
離
も
、
市

れ
ど
も
誕
縦
に
し
て
稼
行
多
し
。
時
人
之
を
制
御
し
む
(
緯
錐
有
文
才
、

何
誕
縦
多
機
行
っ
時
人
部
之
ご
と
あ
る
よ
う
に
、
孫
紳
の
品
行
に
は
概
略

獲
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
『
世
説
新
語
』
方

正
錦
、
戦
諮
綴
等
に
多
く
の
記
事
が
あ
る
。

(
2
)
明
列
女
伝
』
賢
明
伝
の
「
楚
於
綾
妻
」
と
は
、
実
際
に
は
擦
の
於
陵
に

隠
棲
し
て
い
た
椀
仲
子
の
奏
で
あ
る
Q

練
仲
子
の
廉
潔
に
つ
い
て
は
、

明
孟
子
』
勝
文
公
下
等
に
も
記
述
が
あ
る
の

(
3
)
孫
紳
の
隠
逸
的
観
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、
{
笠
侃
司
論
詩
集
解
義
疏
』

〆、pり
ふ
Am

の
引
く
孫
紳
の
説
に
「
峨
だ
深
遠
の
土
の
み
、
能
く
智
を
晦
し
名
を
蔵

す
を
為
し
て
、
以
て
身
を
全
う
し
害
を
速
、
さ
く
(
唯
深
遠
之
士
、
為
能

綿
知
四
歳
名
、
以
全
身
迷
宮
一
同
ご
と
あ
る
。

(4)
孫
綜
の
上
統
文
お
よ
び
積
損
に
よ
る
批
判
は
忍
問
書
』
孫
紳
伝
に
も

見
え
て
い
る
。
こ
の
と
疏
文
に
つ
い
て
耕
一
義
療
は
「
斑
」
が
あ
る
と
し

て
い
た
が
、
蜂
麗
邦
夫
は
「
紳
の
政
治
議
論
の
代
表
と
し
て
は
ち
は
な

は
だ
頼
り
な
い
。
た
だ
し
、
当
時
の
状
況
か
ら
い
え
ば
、
衆
自
の
み
る

と
こ
ろ
遜
都
は
無
理
で
あ
り
、
何
ら
か
の
盟
胞
を
つ
け
て
議
論
す
れ
ば

そ
れ
で
十
分
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
す
る
。
蜂
巌
邦
夫
「
係

紳
の
牧
携
と
思
想
」
(
明
東
洋
文
化
』
五
七
、
一
九
七
七
)
参
者
。

(
5
)
明
世
説
新
語
』
技
引
『
中
興
課
』
に
に
其
の
凶
賂
・
問
顕

を
叙
べ
て
八
賓
と
為
す
の
論
を
載
す
。
謂
く
、
漁
父
・
癌
原
・
季
主
・

賀
誼
・
楚
老
・
襲
勝
・
孫
登
・
欝
康
な
り
。
其
の
嵩
は
処
者
を
以
て
穫

と
為
し
、
出
者
を
劣
と
為
す
(
万
葉
載
一
英
叙
四
穏
一
回
顕
為
八
間
関
之
論
。

讃
漁
父
麗
顕
季
、
王
翼
誌
楚
老
襲
勝
孫
登
税
同
時
服
世
。
其
己
目
以
地
者
為
優
、

出
者
為
劣
ご
と
あ
る
。

作月下、

(6)
司
世
説
新
語
』
方
正
篇
に
は
、
視
路
問
、
が
司
馬
紹
を
称
え
て
「
深
き
を
鈎

的
ツ
遠
き
を
致
す
は
、
叢
し
浅
識
の
概
る
一
的
に
非
、
ず
。
然
る
に
礼
を
以
て

親
に
侍
す
る
は
、
孝
た
り
と
称
す
べ
し
(
鈎
深
致
速
、
議
非
桟
識
…
一
昨
測
。

然
以
礼
侍
親
、
可
称
為
孝
ご
と
述
べ
た
と
の
記
事
が
あ
る
。
明
朗
周
易
』

ふ
も
弁
』

繁
辞
上
伝
に
は
「
鵬
慨
を
探
同
ツ
穏
を
索
め
、
深
き
を
鈎
し
遠
き
を
致
し
、

以
て
天
下
の
吉
泌
を
定
め
、
天
下
の
翠
轍
慨
を
成
す
者
は
、
審
亀
よ
り
大

な
る
は
莫
し
(
探
醸
索
躍
、
鈎
深
致
速
、
以
定
天
下
之
宮
凶
、
成
天
下

之
懇
盤
者
、
莫
大
手
欝
亀
ご
と
あ
り
、
孔
穎
違
疏
は
「
物
の
深
川
叫
に
謀

れ
ば
、
能
く
之
を
鈎
取
し
、
物
の
遠
方
に
在
れ
ば
、
能
く
之
を
招
致
す

(
物
在
深
処
、
能
鈎
取
之
、
物
在
遠
方
、
能
招
致
之
ご
と
す
る
。

(7)
叫
が
ま
ど
大
雅
「
堅
実
」
に
「
識
ら
ず
知
ら
ず
、
帝
の
則
に
願
う
(
不

識
不
知
、
願
帝
之
射
ご
と
あ
る
。
な
お
「
耳
順
」
が
可
感
的
認
識
よ
り

も
預
入
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
解
釈
は
、
す
で
に
王
弼
に
先
例

が
あ
る
祭
主
弼
叫
論
語
釈
疑
b

に
は
「
耳
腐
と
は
、
心
識
の
間
前
に
在

る
を
言
う
な
り
(
済
類
、
九
一
一
同
心
識
在
間
前
世
ご
と
あ
る
。

ま

(
8
)
当
該
章
に
つ
い
て
、
孔
穎
達
疏
に
は
「
批
の
輩
は
夫
子
の
道
を
英
む

る
な
切
っ
・
:
:
今
日
う
こ
こ
ろ
は
己
夫
子
の
替
誘
を
蒙
る
と
錐
も
、
織
お

夫
子
の
立
つ
所
に
及
ぶ
能
わ
ざ
る
が
ご
と
き
な
り
(
此
輩
英
夫
子
之
進

協

今

と

あ
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よヲつ
ζ

る
。
た
だ
し
孔
子
は
顔
mm
に
つ
い
て
「
苔
が
一
斉
に
於
い
て
説
ば
ざ
る
所

無
し
(
於
著
書
無
所
不
説
)
」
〔
忍
諮
問
』
先
進
篇
〕
と
述
べ
、
孔
子
の
発

一
一
一
一
口
を
即
践
に
理
解
す
る
賢
智
を
称
揚
し
て
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
孫
紳

は
「
毎
に
搭
が
一
言
を
説
ぶ
所
以
は
、
諜
の
自
ず
か
ら
玄
関
す
る
の
み

(
所
以
傍
説
一
時
一
一
一
一
問
、
却
自
玄
関
野
)
」
〔
司
論
一
也
m
h

先
進
総
量
疏
引
〕
と
し
、

孔
子
の
一
窓
口
辞
に
顔
問
、
が
そ
の
ま
ま
対
応
す
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で

も
「
玄
関
」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
説
明
可
能
で
は
な
い
と
す

る。

(9)
稿
、
氷
光
苅
は
「
孫
紳
が
儒
家
の
都
市
人
i
孔
子
i
を
老
荘
的
な
超
越
的

理
法
の
体
得
者
、
無
心
の
官
学
の
悟
得
者
と
し
て
理
解
し
て
い
る
」
と

す
る
。
福
永
光
司
「
孫
紳
の
思
想

i
i東
替
に
お
け
る
一
一
一
教
交
渉
の
一

形
態
」
(
明
愛
知
学
芸
大
学
研
究
報
告
h

…
0
、
一
九
六
二
参
者
。
な
お
、

塑
人
が
老
荘
的
境
位
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
干
…
弼
は
「
随
一
一
人
は
無
を

お
し

体
す
る
も
、
熊
は
又
た
以
て
糾
う
べ
か
ら
ず
。
放
に
一
一
一
一
口
は
必
ず
有
に
及

ぶ
(
製
人
体
無
、
無
又
不
可
以
説
。
故
一
一
一
一
間
必
及
有
)
」
〔
『
世
説
新
一
組
問
』
文

学
部
〕
と
述
べ
、
ま
た
、
李
充
は
『
老
子
』
第
十
五
章
の
語
袋
一
を
用
い

て
「
襲
人
は
微
妙
玄
通
に
し
て
、
深
く
し
て
識
る
べ
か
ら
ず
(
翠
人
微

妙
立
通
、
深
不
可
識
)
」
〔
明
論
語
』
為
政
篇
由
競
疏
引
〕
と
す
る
。
な
お
、

袈
人
の
「
無
為
」
に
つ
い
て
は
、
主
部
品
開
』
鶴
笠
公
篇
に
も
「
子
日
く
、

無
為
に
し
て
治
ま
る
者
は
、
設
(
れ
舜
な
る
か
(
子
臼
、
無
為
市
治
者
、

其
舜
也
与
)
」
と
あ
る
。
明
太
平
御
覧
』
所
引
『
孫
綿
子
』
に
は
「
無
為

に
し
て
治
ま
る
者
は
、
道
な
り
(
無
為
市
治
者
、
道
也
ご
と
の
一
一
一
一
口
が
あ

る。

(
山
)

在
宥
に
「
吾
が
道
を
得
る
者
は
、
上
は
患
と
為
り
て
下
は
王

と

為

る

と

為

泉

街

下

為

主

ご

と

あ

る

。

こ

れ

に

つ

い

て

郭
象
は
「
患
‘
の
称
は
、
世
の
と
下
に
槌
う
の
み
。
其
の
通
一
変
の
道

を
得
て
以
て
無
窮
に
応
ず
る
に
於
け
る
は
、
一
な
り
(
皐
王
之
跡
、
随

世
之
上
下
辞
。
其
於
待
遇
変
之
道
以
応
部
開
窮
、
一
也
ご
と
し
、
そ
の
内

実
が
一
致
す
る
と
み
て
い
る
。

(
日
}
『
弘
明
鑑
別
』
所
収
「
理
惑
論
」
に
「
仏
の
一
宮
悶
は
、
党
な
り
(
仏
之
一
言
、

党
也
ご
と
あ
る
。

(
辺
〉
孫
紳
の
一
言
は
、
思
牧
子
h

.

夫
運
の
「
夫
れ
ム
ハ
経
は
、
先
王
の
陳
越
な
り
。

蛍
に
其
れ
逃
す
る
一
前
以
な
ら
ん
や
(
夫
六
経
、
先
王
之
煉
迩
也
。
蜜
其

所
以
漉
哉
ご
を
ふ
ま
え
る
も
の
で
あ
る
。
「
所
以
遮
」
に
つ
い
て
、
郭

象
は
「
迩
す
る
所
以
の
者
は
、
真
性
な
り
(
所
以
識
者
、
真
性
也
ご
と

技
し
て
い
る
。
な
お
、
儒
教
と
そ
の
他
を
本
来
/
首
尾
に
よ
り
結
び
つ

け
よ
う
と
す
る
行
論
は
、
す
で
に
李
充

3
ナ
簸
』
に
先
例
が
あ
る
。
李

充
は
儲
教
と
老
荘
に
つ
い
て
「
聖
教
は
其
の
末
を
救
い
、
老
荘
は
其
の

本
を
明
ら
か
に
す
。
本
来
の
塗
殊
な
る
も
教
た
る
や
一
な
り
(
聖
教
救

其
末
、
老
荘
明
其
本
。
本
来
之
塗
殊
高
為
教
一
塩
ご
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
長
谷
川
滋
成
時
孫
縛
の
研
究

!
i
t諜
想
の

「
道
」
に
護
れ
る
詩
人
h

(

汲
古
書
院
、
一
九
九
九
)
に
も
指
摘
が
あ
る
。

(
日
)
明
弘
明
集
』
所
収
「
理
惑
論
」
に
「
道
の
一
世
田
は
、
導
な
り
(
道
之
宮
、

導
也
ご
と
あ
る
。

(
川
口
)
「
虚
寂
」
は
『
港
南
子
』
淑
真
割
に
「
凝
滞
す
る
所
無
く
、
虚
寂
に
し

て
以
て
待
す
(
無
所
凝
器
、
産
寂
以
待
ご
と
あ
り
、
「
自
然
」
は
『
老

子
』
第
一
一
十
五
章
「
道
は
自
黙
に
法
る
(
道
法
自
然
)
」
を
は
じ
め
と
し

て
多
く
の
道
家
系
文
献
に
毘
え
る
語
繋
で
あ
る
。
「
神
化
」
に
つ
い
て
は
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明
朗
易
』
繋
辞
と
伝
に
「
神
に
し
て
之
を
化
す
、
民
を
し
て
之
に
宜
し
か

ら
し
む
(
神
間
化
之
、
使
民
笈
之
ご
と
あ
る
の

(
K
M
)

縞
永
光
司
前
揚
論
文
に
は
、
「
老
荘
思
想
を
媒
介
と
し
て
嬬
教
と
仏
教

が
そ
の
問
一
性
を
論
説
さ
れ
て
い
る
点
に
彼
の
三
教
一
致
論
の
特
徴
が

あ
る
の
で
あ
る
」
と
あ
る
。
ま
た
、
長
谷
川
川
滋
成
前
掲
警
は
諒
紳
を

「
斑
想
の
「
道
」
に
憧
れ
る
詩
人
」
と
位
欝
づ
け
、
そ
の
生
援
と
詩
文
の

全
体
を
克
明
に
記
述
し
て
い
る
。

(
同
)
た
だ
し
孫
紳
は
、
実
際
に
は
「
天
台
山
間
」
に
も
と
づ
い
て
「
遊
天

ム
向
山
賦
」
を
制
作
し
た
と
さ
れ
る
。
『
文
選
』
所
収
「
遊
天
台
山
斌
」
の

題
下
注
に
お
い
て
、
李
間
川
翰
は
「
此
の
山
の
神
秀
な
る
を
開
聞
き
、
以
て

え
が

長
設
す
べ
し
と
す
っ
仰
向
り
て
其
の
状
を
関
か
し
め
、
遥
か
に
其
の
斌
を

為
す
(
関
此
山
神
秀
、
可
以
長
詑
っ
閤
使
図
其
状
、
遥
為
其
斌
ご
と
述

え

が

べ
る
。
自
延
済
注
に
も
「
紳
此
の
山
を
留
一
掛
か
し
め
、
綴
て
之
を
慕
う

(
紳
使
一
国
間
此
山
、
織
部
築
之
ご
と
あ
る
が
、
二
万
で
石
川
忠
久
「
孫

紳
「
遊
天
台
山
紙
」
に
つ
い
て
」
(
町
二
松
』
五
、
一
九
九
一
)
は
「
孫
紳

の
賦
は
実
際
に
分
け
入
る
趣
を
持
つ
」
と
詳
し
、
「
実
際
に
訪
れ
た
可
能

性
も
あ
る
」
と
す
る
。
た
だ
し
孫
紳
賦
の
綿
密
な
表
現
は
、
線
高
成

「
孫
紳
《
遊
天
台
山
紙
》
与
道
教
」
(
明
大
陸
雑
誌
h

八
六
8

閥
、
一
九
九
一
九
)
に
よ
れ
ば
、
「
道
教
覧
間
存
想
的
修
仙
術
」
す
な
わ
ち

「
存
思
法
」
を
恨
拠
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、

陳
溺
成
の
見
解
を
ふ
ま
え
て
精
級
な
考
誌
を
お
こ
な
っ
た
も
の
に
、
佐

竹
保
子
「
「
天
台
山
に
遊
ぶ
賦
」
序
文
の
検
討

i
i
「
存
思
法
」
と
の
関

わ
り
」
(
明
東
北
大
学
中
間
一
語
学
文
学
論
集
』
一

O
、二

0
0五
)
が
あ
る
今

な
お
「
存
思
法
」
に
つ
い
て
は
、
山
山
間
利
明
司
六
朝
道
教
犠
孔
の
研

究
』
(
東
方
一
書
活
、
九
九
九
V

参
看
。

(
げ
)
「
五
蓋
」
に
つ
い
て
、
李
，
義
口
は
『
大
智
度
論
h

に
も
と
づ
く
と
す
る
が
、

鳩
時
停
羅
什
訳
明
大
智
度
論
』
に
は
「
貧
欲
・
題
意
・
醸
諜
・
捧
・
悔

疑
」
{
大
正
競
二
五
・
五
一
一
一
九
上
〕
、
「
媛
欲
・
顕
悉
・
欝
眠
・
捧
・
鱒

疑
」
〔
大
王
譲
二
五
・
五
七

O
下
/
五
八
九
上
〕
と
あ
る
つ

(
時
)
司
虫
色
子
』
第
…
章
の
王
弼
誌
に
は
-
「
凡
そ
有
は
皆
無
に
始
ま
る
が
故
に
、

来
形
無
名
の
持
は
期
ち
、
万
物
の
始
め
た
ち
(
凡
脊
皆
始
於
無
、
故
来

形
燕
名
之
時
、
財
為
万
物
之
始
ご
と
あ
ち
、
ま
た
第
四
十
意
設
に
は

「
天
下
の
物
は
皆
脊
を
以
て
生
と
為
す
。
有
の
始
ま
る
所
、
無
を
以
て

本
と
為
す
(
天
下
之
物
器
以
有
為
生
。
有
之
所
始
、
以
無
為
本
)
」
ノ
と
あ

る

(
山
口
)
「
二
名
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
『
老
子
』
第
一
章
に
「
無
名
は
天
地
の
始

め
に
し
て
、
有
名
は
万
一
物
の
母
な
り
。
:
:
:
此
の
河
者
は
同
じ
き
に
出

で
て
名
を
異
に
す
。
間
じ
く
之
を
玄
と
謂
う
(
無
名
天
地
之
始
、
有
名

万
物
之
母
9

・
:
:
・
批
再
者
向
出
関
異
名
。
同
謂
之
玄
ご
と
あ
る
。
「
コ
一

橋
」
に
つ
い
て
は
李
養
注
に
「
一
一
一
幡
と
は
、
色
、
一
な
り
。
色
空
、
二

な
り
。
観
、
一
一
一
な
功
。
浅
間
う
こ
こ
ろ
は
一
一
一
橋
殊
怒
る
と
躍
も
、
消
じ
て

一
と
為
さ
し
む
れ
誌
、
殉
じ
く
燕
に
帰
す
る
な
り
(
三
橋
、
程
一
迎
。

色
空
二
也
。
額
三
場
。
護
三
犠
鑑
殊
、
指
令
為
て
向
蹄
於
無
世
ご
と

あ
る

(
鉛
〉
仏
の
構
ヰ
と
し
て
、
孫
綜
「
轍
道
論
」
に
は
「
還
に
於
い
て
一
一
一
界
の

表
に
遊
歩
し
、
無
窮
の
境
に
恋
仕
す
。
天
を
趨
り
地
を
韓
い
、
山
に
飛

び
流
れ
に
結
ぶ
。
持
仁
詩
憐
忽
と
し
て
、
神
変
は
綿
議
た
り
(
於
是
遊

歩
三
界
之
表
、
老
化
無
窮
之
墳
。
題
天
舞
地
、
飛
出
結
流
。
存
亡
侠
忽
、
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神
変
綿
逝
ご
と
あ
る
の

へ
れ
)
な
お
、
孫
終
と
同
時
期
に
あ
っ
て
、
王
刻
一
之
は
「
一
言
・
黙
の
未
だ
究

め
ざ
る
所
な
れ
ば
、
況
ん
や
之
を
掲
げ
て
以
て
嵐
を
為
す
を
や
(
一
一
一
一
口
黙

一
的
宋
究
、
況
揚
之
以
為
mm乎
)
」
〔
一
土
地
之
「
廃
荘
論
」
〕
と
述
べ
、
「
道
」

が
一
許
諾
も
沈
黙
を
も
超
え
る
と
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

和
久
希
「
一
一
一
一
口
諮
問
と
沈
黙
を
超
え
て
!
i
i王
抱
一
之
捺
荘
論
考
」
(
『
六
朝
学

術
学
会
報
h

一
三
に
掲
載
予
定
)
参
看
。

(
辺
)
長
也
子
』
第
二
十
五
章
「
道
は
自
然
に
法
る
(
道
法
自
然
)
」
の
王
弼

誌
に
は
、
「
自
然
と
は
、
無
称
の
一
窓
口
に
し
て
、
究
極
の
辞
な
り
(
自
然

者
、
無
称
之
一
言
問
、
究
極
之
辞
世
ご
と
あ
る
。
主
弼
は
「
自
然
」
が
通
常

の
一
言
語
と
は
異
な
り
、
間
以
定
・
制
約
を
と
も
な
わ
な
い
も
の
で
あ
る
と

す
る
の
で
あ
る
。

(
お
)
『
譜
寄
』
蔀
紳
伝
に
「
嘗
て
天
台
山
賦
を
作
る
。
辞
致
甚
だ
工
、
な
り
。

初
め
て
成
り
て
、
以
て
友
人
活
栄
期
に
示
し
て
云
く
、
郷
試
み
に
地
に

勝
て
。
当
に
金
石
の
声
を
併
す
べ
き
な
り
と
(
嘗
作
天
台
山
獄
。
辞
致

証
一
工
。
初
成
、
以
示
友
人
語
栄
期
一
五
、
締
試
榔
地
。
当
作
金
石
声
也
)
」

と
あ
る
。
こ
の
話
柄
は
明
俳
誌
制
新
語
』
文
学
講
に
も
見
え
て
い
る
。
な

お
、
認
紳
が
「
賦
」
を
経
典
に
倣
う
も
の
と
み
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て

は

な

は

つ

ね

は
、
認
開
審
』
孫
紳
伝
に
「
絶
だ
張
衡
・
左
思
の
賦
を
重
ん
じ
、
毎
に
云

く
、
一
一
一
都
・
二
京
は
、
五
経
の
鼓
吹
な
り
と
(
絶
章
一
張
衡
を
思
之
賦
、

毎
一
広
、
一
二
部
二
京
百
五
経
之
鼓
吹
也
)
」
と
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
珂
S叶一

新
語
』
文
学
篇
に
見
乍
え
え
て
お
り
、
そ
の
劉
孝
諜
設
に
は
よ
お
う
こ
こ
ろ

は
此
の
五
紙
は
、
是
れ
経
典
の
羽
翼
な
り
(
一
一
一
一
向
批
五
紙
、
是
経
典
之
刑
判

と
あ
る
。

(
筑
波
大
学
大
学
院
)
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